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1．は じ め に

　沖積層 が 最終 氷 期 末 期 以 降 の 100m 前 後 に も及 ぶ 海 面

上 昇 に 伴 う陸 地 へ の 海 の 浸入 （海進） と 密接 な 関連 の 下

で 形成 さ れ た こ と は よ く知 られ て い る。関東平野で は 沖

積層 は 下位 の 七号地層 と上位 の 有楽町層に 細分 され，そ

れ ぞ れ 七 号 地 海 進 縄文 （有楽町 ）海進 に 対応 して 堆積

した 。最終氷期 の 低海面期 に は，現 在 の 平 野 部 や 大 陸棚

は 河 川作用 が 卓越 す る主 と して 浸食の 場 で あ っ た 。海水

準 の 急激な上昇 に伴 っ て 生 じ る こ れ らの 海 進 は ， こ れ ら

の 領域 に狭 くあ る程度 の 水深をも っ た 内湾 を形成し，一

8

コ ン ター間隔は 10m ，破線は現右 の河川流路と海岸線

図
一1　 関東平 野 に お け る沖積 層の 基底 面 図

1）

転 して 堆積 の 場 に 置き替え た。特 に 現在 の 平野部 に深 く

海が 浸 入 し た の は 縄文 海進 に よ っ て で あ る。その 結果，

各地 に 生 じ た 溺れ 谷 の 中に ，粘 土 ・
シ ル ト粒 子 が 効率的

に 沈 積 し，厚 い 海 成 粘 性 土 層 を 主体 とす る沖積層が 形成

され た 。こ の ような過程 に お い て も，内湾の 水 深 の 変化 ，

陸 か らの 土砂供給 の 変化 ， デ ル タ の 発達状況等に より，

層相 の 変化 が 生 じる。こ うして，沖積層は 砂礫層や 粗粒

砂 層 な どの 河 川 堆 積物を基底 に もち，時 に 砂層を挟 む 厚

い 海成粘 性 土 層 を主 体 と し ， 砂質堆 積 物や 河 川 ・氾濫原

堆積物 で覆 われ る の が 標準的な層序 と な っ て い る 。

　　沖積層の 特性 に は 以 上 の よ うな 各地 に 共通す る部分

　 と，各地 域 の 特徴 を反 映 した 部分 とが 存在す る。こ こ

　で は，日本 の 沖 積平野 を代表す る 関東平野，濃尾平野，

　大阪平野
・
大阪湾，佐賀平 野 を対 象 と して ， 沖 積 層形

　成過 程 の 比較検討 を行 う。は じめ に，関東平野 の 沖積

　層形成過程 に つ い て 述 べ
， 続い て ほ か の 平野 との 比較

　 を進め る。

2．関東平野 の 沖積層層序 と そ の 形成過程

　2．1 沖積層の 基底 面

　関東平野 の 沖積層を代表す る 中川低 地 か ら東京低地 ，

さ らに 東京湾 に至 る地域 の 沖積層 を取 り上げる。は じ

め に そ の 基 底 地 形 に つ い て検 討 す る。沖積層 は，図
一

1 に 示 す よ うに
， 低地下 に 広 く分 布す る立 川 段 丘礫 層

や こ れ を深 く切 り込 む 埋 没 谷 を基底面 とす る細長 い 器

の 中に 発達する。こ の 器 の 形成 は 8 万 年前あ る い は 6

万 年前 頃 に 遡 る が ， 特 に 3万年前以降の 立川期 に 至 っ

て 活発 な浸 食作 用 が 進 行 し，数段 の 埋 没 段 丘 を形 成，

下 総 台 地 面 や 武蔵 野 台地面 か ら60〜70m の 深 さ の 広

い 谷 が 形成 さ れ，さ らに 海 水 準 が 最 も低下 した 2万年

前頃 まで に は 広 い 谷底 をさらに 30〜40m も掘 り込 ん

だ ，幅 1 〜2km 程 度 の 狭 い 埋 没谷 が 形成 され，埋 没

谷 の 底 に は 沖積層 の 基 底礫層 BG が 堆 積 し た。した が

っ て，こ の 後 に こ の 器 の 中で 始 ま っ た 堆積過程 で の 沖

積層 の 形成 は，狭 い 埋 没谷を埋 め 立 て る 七号地 海進 の

段 階 と，広 い 埋没段 丘 面上 に 広 が っ て 幅広 い 谷を埋 め

立 て て い く縄文 海 進 の 段 階 とに 分 けられ ， 両者 で は 条

件 を大 き く異 に す る。

　 2．2 沖積層層序の 基本型

　沖積 層の 上半 をなす有楽町層 と下半 をなす七号地層

　 土 と基礎。43− 10 （453）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報文
一2393

o

一10

＿−20s

裾

　
一30

一40

一50

一6

］L［口市一1−一　　　　　草加市　　　　　　一→一一　　　　　　　　　三郷市

　 AK　　　SK−1　　 SK−2　　 SK−4　　 SK−6　　MSS 　　 MS −2　　 MS −3　　 MS −1

， 、
685 一一一 一

33444759

■■，鹽

≡手

廴
　− 寺一

乙　一

Yu−u 藤
丶 ≧、、

毛
，
．・・：

｝
一

：
一
望

三　一
冒

凸’

峯i、馳，

4250

』℃
噸 ．

》、1
三

．　ず

了

籔

　
唯

印

　豫
　　象
11190

　　鬢

17
．夛
：
’

三：

窺

乞
，

亀

≡，

”：

…．

く8010

　　塁
　 　亨

5

　
黜
6

癶 　．

　　　呷

　　　コ：

　　　二　　　　願
　　　暫
　　　　イ・1’
囀 一
　齟
34540．，　　　一

　三
、77
　．
’
≒…

■「一

≡．茸
ら

瞎
　響
　ρ
，

二：

’
：

誓
馬一
’
t

γ
’

Yu−1

≡E
・

．　．
．　，
　．一

　；曹

　 Olo
　 l60

‘5120
　 6605100

　 9308160

．毒

冫三

特・P

！多

く
ξ一
一、

　 rr”．’．

耽
」

≡

　霎
ア

　 ｝

二二

7冫」
ヒ
ーo
冨
匿

，；．：

≡
「」「
L

　　　1
’．夛

　　　…

　 　 　 弔噌
　　　．．耄

　　　臨欝1
・

7S20・一こご
　 　／ 　

7．
　　
r

〆　　　寮．’

；一

饗

卿
・彎
「：

’：
一

気

蕊

窶

翼
包 ・L

，／ ．一，HBG一
囮 ：泥炭

巨ヨ：砂または砂質部

口 ：シル ト

圏 ：礫

圜 ：ロ
ー

ム

巳 ：有機物

［三］唄

囿 ：ラミナ

Eヨ：火山ガラス

．

；を

　♪’，’「

醇尸−．．
　　Na

：
’〒9・

　 　
1 ．

　　BG
’
謹

廻
121zo −

　9960昌
　nUO 騨
　lO210
　 　 　 　 〆

4m80
晒

．114BO

ヒ弓
婦

一

鮨
接
　 ‘

　髫

警

　 　
「」

ヒ

磐
・
’
二

ξ
」藍

（ L4C
年

■．11

り
、ρ
：

、
Lr

　　　　　　　　図
一2

とが 上 下 に 重 なり合 う層序 の 基本型 は ， 主埋没谷 が 発達

す る領域 で 認 め る こ とが で き る
2）・3 ）。図

一 2 に 埼玉県南

部の 中川 低 地 の 例 を示す。こ こ で は 中 川 低 地 を東西 に 横

断す る草加 ， 三 郷 ， 流 山 （松戸）等の 地 域 で多数 の ボ ー

リン グ コ ア が チ ェ ッ クさ れ ， 珪 藻分析や
14C

年代測定 が

多数 な され た
4）。七号地層 （Na ）は 淡水成 の 砂泥互層 で

基底 に BG と 呼 ば れ る 河 川 成 の 砂礫層 を有す る。砂泥 互

層 か ら は 14000年 〜II　OOO年 前 の
14C

年 代 が 多 く得 られ

て い る。有 楽町層 （Yu ）は 基底 に HBG と呼 ば れ る砂

礫 層な い し礫混 じり砂層を，そ の 上 位 に 汽水 か ら海水成

の 粘土，砂質 シ ル ト， 砂層 を有 し，層厚 は40m に 及 ぶ。

　 2．3　沖積層 と縄文海 進

　中川低 地 の 沖積 層 の 横断面 図 （図
一 2）， 縦 断 面 図

（図一 3 ） に 明 らか な よ うに ， 七 号地層 の 基底 に は BG ，

有楽町層の 基底 に は HBG と呼 ば れ る砂礫 層が広 く認 め

られ る。BG は 最 終 氷 期 の 海面低下期 の 河 川作用 を示 す

もの で，BG の 時代 の 海面 は一80m よ り低 く，HBG の

時代 の それ は 一50m 付近 に あ っ た と 推定 さ れ る。こ れ

らを含 め て 沖積層 の 形成 に は 海面変動 の 影響 が 強 く現れ

て い る。有楽町層の 始 まりを示す HBG は 下 流 に 向か い

　 　 　 　 数字は
14C

年代、　Yu−u ：有楽町層 ヒ部，Yu−1：有楽町層下部，
　 　 　 　 HBG：有楽町層基底礫層，Na；七号地層，BG ：七号地層基底礫 層

関 東 平 野 中川低地 南部，沖積層の 東西 断 面 図
4）

砂 礫 層か ら礫混 じり砂層へ ，さ らに 粗粒砂層

に移化す る 。 珪 藻分析 か らも確 認 さ れ る よ り

に この 時期 中川低 地 は 陸域 で ， 当時 の 海岸 は

東京湾 の 中に 位置 して い た 可能性 が 強 い 。そ

の 時代 は 1／00  
一10　500年前 と推定 され て い

る
3｝。HBG の 後，海面 の 急速 な 上 昇 に よ っ

て もた らさ れ た 縄文 海 進 に より， 現在 の 東 京

湾 を 内陸側深 くに 広 まっ た奥東京湾が 形成 さ

れ，有楽町層の 主体 は こ の 湾 の 中 で 堆積 し た。

完新世 の 後半 に は こ の 湾 の 埋 積 ・陸化 が 急速

に 進 行 し，河 川 作 用 が 卓越す る 場 に 移 り変 わ

っ て い く。こ の 堆 積 環 境 の 変化 を もた ら し た

第 1 の 要因 と して，最近11000年間 の 海面変

化 をみ て み よ う。

October，1995

十10−
　 　 a

　　　　＿ト 流山市　　　　　（1）海面変化 と水 深 変化

MS −4　 MS −7　 MS −5　 NZ 　　　 図
一 4 は ， 中川 低地，東京

　　　　　　　　　　 3350 低 地 の 64地 点 で 得 られ た 合

　　　　　　　　　　 晝；88計ユ34の
’4C

年 代 測 定 結 果

　　　　　　　　　　　　 に 基 づ く も の で あ る。過去

　　　　　　　　　　　　 11000年 間 の 相対的海 面 変

　　　　　　　　　　　　 化 は ， そ の 内42の 海岸線付

　　　　　　　　　　　　 近 （潮 問帯）に住 む 貝化石

　　　　　　　　　　　　 と 四 つ の 潮間帯 を示 す （珪

　　　　　　　　　　　　 藻分 析 で確 認）植 物 遺体

　　　　　　　　　　　　 の
14C

年代 に 基 づ い て復元

　　　　　　　　　　　　 さ れ た
5》。こ の 図 で は A の

　　　　　　　　　　　　 曲線 が 過 去 11000 年間 の 相

　　　　　　　　　　　　 対 的 海 面 変 化 （各 地 点 共

　　　　　　　　　　　　 通）を示 し，B （加 須
一
栗 橋），

　　　　　　　　　　　　 C （春 日 部 〉，D （草加
一三

　　　　　　　　　　　　 郷），E （東京臨海部）の 各

　　　　　　　　　　　　 曲線 は そ れ ぞ れ 中川 低 地 の

3地 点 と東京湾岸 に おけ る堆積面 （海 底面）の 高度 の 変

化 を示す。こ こ で ， 曲線 A と 曲線 B，C ，　 D ，　 E と の 縦

方向の 差 が それぞれ の 時代の 水深 を示す こ とに なる。こ

の 両 者 の デ ータ は ， 海 面 に つ い て は 当 時 の 海岸線 が あっ

た 内湾 の 縁 辺 部 で 得 られ た潮 間 帯 に すむ 貝類 に よ り，堆

積面 に っ い て は 内湾 の 中央部 で 得 られ る潮 間帯よ り深 い

所 に す む 貝類等 に よ り得ら れ た
’4C

年代 に 基づ く。 後者

に つ い て は 十分 なデ
ー

タ数 が得られ て い ない が，大筋 の

傾 向が 示 され る。沖 積 層 の 形 成 に は 海面変化 と共 に，水

　 　 館　　　　 果　 　　　　春　 　　　越　　 阜　 　 亀　　 深
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 H
　　 林　　　　 橋　　　　 部　　　 谷　　加　　 有　　 川

、 橇
．

 i 螺
　　　　　図

一3　中川低 地沖積 層の 縦 断 図
3｝
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図
一4　 関東 平 野 の 相 対 的海 面変化 と水深変化 を示 す 図

　　　 （遠 藤
・
小杉

5）を修 正 ・加 筆 ）
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深 の 変化 を も検 討 す る こ と が 重 要 に な る。

　10000年前以降 の 海面変化 の 主な傾 向 を遠藤
・
小杉

5）

に 基 づ い て た ど る と，以下 の と お りで あ る。10000 〜

9000 年前の カ キ 礁が 東京臨海部 で 発見 さ れ る
6〕 な ど，海

面 は 一42〜− 36m 前後 で 停滞 な い し ゆ っ く り と上昇 し

て い た 。9000〜700e年前 の 2000 年間 は 急 速 な海 面 上昇

が 生 じた が，そ の 途 次 の 8　OOO〜7　500年前 の 間 に 海面 の

一
時 的停滞 な い し小低 下 が あ っ た 可能性 が 強 い 。

6　500　− 5　500年前 に 海 面 は 最高位 の ＋ 2．5〜＋ 3m に達し，

安定 して い た。こ の 時期 に も奥東京 湾 の 中央 部 で カ キ 礁

が 発見 される。5300年〜4　500年前 に 約 1m の 海 面 の 小

低 下 が 生 じ， 浅谷 の 形成 が 始 ま っ た。4500年 〜3　500年

前 に は ，草加付近 で 小規模 なカ キ礁 が 発見 さ れ る よ うに ，

海 面 は ＋ 1．5〜＋ 1m に 停 滞 して い た。3000 年
〜1800

年 前 に は 海面は再び低 下 し浅谷が 形 成 さ れ た。海 面 は 現

海 面 下 ， お そ ら く
一2．5m 以 下 ま で 低 下 し て い た。

1800年前 頃，海面 は 現海面付近 ま で 上 昇 し ， 以後現在

に 至 る。

　 （2） 縄 文 海進 に よ る 奥東京湾 の 形 成 と海退

　 以上 に 述 べ た急速 な 海 面上 昇 に 対応 し て，6500〜

5500年前 に 奥東京湾 は 最 も拡大 し ，
こ の 時期 の 海岸線

は 茨城 県古 河 付近 に まで 及 ん だ （ロ 絵写真一 3 （a ））。

こ の 頃 に な る と 上流 か ら 内湾 の 埋積 が 進 み 始 め，5300

年前 に は 海 面 の 約 1 〜 2m の 小低下 を き っ か け に 急激

な海退 が 生 じ，4500年前ま で の 800年 間 に 約 40km ，年

50m の 割合 い で 海 は 退 い て い っ た （口 絵写真
一 3 （b）〉。

こ の こ と は デ ル タ の 発 達 の 過程 を示 して お り， 特 に

5300年 前 以 後 の 急速 な デ ル タ フ ロ ン トの 進 出，すな わ

ち デ ル タ前 置 層の 前進 を物語 る。4　500〜3　500年前 の 海

岸線 は 草加付近 に あ っ た が ，
こ の 間 に デ ル タ フ ロ ン トが

草加付近 を通過 した た め，こ の 地域 で は こ の 数 100年間

に 15m もの 厚 さ の 砂質 シ ル ト層 が 堆積 した こ と に な る
4）。

3　500〜2　OOO年前 に は 海水準 は さ ら に 低下 し， 中川低 地

の 大部分 は 陸化 し， 河 成 堆 積物 や 泥炭層な どが有楽町 層

の 最上部 に 形成され た。

3．代 表的平 野 の 沖積層形成過程 の 比較

　図
一 5 は 福 岡 平野，大阪平野，濃尾平野，お よび 関東

平 野 中央部 で 作成 さ れ た 相 対 的海 面変動曲線 を比 較 した

もの で あ る。海水準 の 変化傾 向は どれ も類 似 して い る が ，

海面 が 最高位 に達した 時期 とその 高度 に つ い て は，各地

域 の 堆積環境や地殻運動 の 傾向が 反 映 され る。こ の 点 で ，

福 岡平 野 の そ れ は ほ か の 3 地域 に 比 べ や や 沈降傾 向に あ

る可 能性 を示す。す な わ ち 3m ／1 万 年程 度 の 沈降 が 見

込 まれ て い る η。い ず れ に して も，約9　000〜8　000年前

以降 の 急激な海面上 昇 が 各地 に広 い 内湾域 を形成 し ， 細

粒 な泥質堆積物 を沈積 させ た こ と は地 域性 を越 えて 認 め

る こ と が で き る。大 阪 平野 で は 10　OOO 〜9　OOO年 前の 間海

面 上 昇 は 緩や か で ，9000年 前 頃 に は
一

時停滞 な い し は

小低下 が あ っ た と さ れ
8》

，
こ の 時期 の 堆 積 物 は 層序的 に

も南港層 と よば れ ， そ の 上位 の 梅 田 層 と 区別 さ れ て い

る
’D）。こ の 時期 に，関東平野 で は 一40m 前後 の 深 さ に

10

規模 の 大き なカ キ礁 が 形成 され て い た。こ の こ とは 海面

の 安定 な い し緩 や か な 上 昇 を 示 す。9000 年前以後，海

面 は 急 速 に 上昇 し6500 〜SSOe 年 前 に は ＋ 2 〜＋ 3m の

最高位 に 達 し た。こ の 間海面 の 急上昇は内湾の 堆 積 を遙

か に 上回 っ た た め，内湾 の 水深 は各地 と も共通 して 増大

した。関東平野 で は こ の 急上昇 の 途 中，8000〜7500年

前頃 ， 海面上昇 が 停滞 な い し弱 ま っ た こ とが 知 られ て い

る。大阪平 野 で は 6000 年前 の 海 は，河 内盆 地 に まで
一

挙 に 拡 大 した、こ の 頃 の 海面高度 は 最 も高 く約 ＋ 4m

に 達 して い た。図
一 5 （b）の 海面 よ り低位 に 位置す る 貝

の 年代 は，潮 下 帯 に す む 貝 を示す もの と考 え られ，関東

平野 の 海底堆積面高度 の 変 化 と よ く類 似 し て い る。

　濃尾平野 の 沖積層は そ の 規模 ， 層序，形 成 過 程 を通 じ

て 関東平野 とよく類似す る。 図
一B の 沖積層縦断面 は 関

東平 野 との 類似性 が 高 い 。平野の 規模や 地 殻運動 の 性格 ，

ま た 木曽川 等の 後背流 域 の 規模 な ど似 て い る点 が 多い と

言 2 よう。

　濃尾平野 で は 6200年前の 縄 文 海進高頂期 の 海 面 高 度

は 0 〜＋ 2m に あ っ た。ま た3700年前 に も Om 付近 に

海面 高度を も っ た 高頂期 が あ り，そ の 間5000年前頃 に

小 規 模 な海退が あ っ た と考 え ら れ て い る
9）。

　大阪平 野 に お い て も，縄文海進 の ピ
ーク に あ た る6000

年前 に海域 を東大阪平野 に広 め た 過程 は 同様 で あ っ たが ，

そ の 後 の 経緯 に は若干異 な る面 が み ら れ る
13 ）。すなわち，

東大阪平野 は湖 沼 化 （河 内湖） し，西大阪平 野 の 陸 化 は

2000年 前 以 降 に 人間 の 生 活 の 場 が 低 地 に 進 出す る と共

に 進 ん で い っ た 。 瀬 戸 内海 に 注 ぐ流 域 の 性 格 ， 流 域 に お

け る位 置，基底地形 の 違 い な どに 基 づ くもの で あ ろ う。

　佐 賀 平 野 で は 海成 の 有 明 粘 土 層の 厚さ は 約 20m で，

断面図に お い て 陸側 に く さ び状 に 入 り込む。佐賀市で は

約 6300年 前の ア カ ホ ヤ 火 山灰 （K −Ah ）は 有 明 粘 土 層の

上位 に ある非海成 の 蓮 池 層中に 挟 まれ る
12 ｝。縄 文 海 進 ピ

ーク時 （6600年前）の 海成層上 限高度 は佐賀 で
一1．9m

一20
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3 ．
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図
一5　 主要 平 野 に お け る 完新世 の 相 対 的海 面 変化 曲線
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図一 6　 濃尾 平 野，佐 賀平 野 の 沖 積 層縦 断 面 図
11）・t2 〕
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織
繍 1灘 ・

o 5

と，白 石 の 2．4m ， 筑 後 の 4．8m よ り非常 に 低 い 。い ず

れも平均海面付近 の 堆積物 で あ るの で，よ り複雑な 堆 積

環 境あ る い は 地 殻運動 が 存在 した 可能性 が 強 い
7）・12）。ま

た ，他 地 域 に 比 べ 海成粘 土層が 比 較 的薄 く広 く分布す る

こ と は ， 潮 位差 が 最大 5m に も達す る 有 明 海沿岸特有

の 堆 積 環 境 に 関連 が あ るで あ ろ う。

　縄文海進最盛期 の 問題 として ，埋 積浅谷の 形成 が 議論

され て き た
t‘ ｝

。 濃 尾平 野 西 部 に お い て 現海水準よ り下位

に 泥炭層 が 発達す る こ と か ら，2500〜1500年前 に 一2

m 以 下 へ の 海 面 低 下 が 推 定 さ れ ， 弥生 の 小海退 と よば

れ た が
15》，同様 な 現象 は 日本各地 で 見 い 出 され ， 現 在 で

は
一

般的 な現象と考 えられ て い る。した が っ て，海面高

頂期 の ＋ 3m か ら弥 生 時代 の 低 下 期 に 至 る ま で ， 少 く

て も 5m の 海面低下 が 約3000年間 に わ た り段階的 に 生

じ た こ と に な る。こ の 弥 生 の 小 海 退 と の 関連 で，初期 に

は 縄文時代 晩期
・
弥生時代 の 浅谷形 成が 議 論 され た が，

そ の 後 浅 谷 の 形 成 は 縄 文 時代 中期 ・後期 か ら始ま っ て い

る こ とが 明らか に なっ た 。 関東平 野 の 中川低 地 に お い て

も海面 が 低下傾向 に 転ず る 5300年前以後，浅谷の 形成

が 始 ま っ た
16 ）。こ うし た埋 積 浅 谷 の 存 在 は 平野 の 陸 化，

河 成作用 の 卓越化 な ど を示す もの と して 重 要 で あ る。

4．沖 積層の 形成 モ デ ル

　有楽町 層や そ の 相当層 の 上部 は砂質 シ ル ト，シ ル ト質

砂，砂 な どで 構成 さ れ る の が
一

般 的 で あ る。こ の 沖 積上

部砂層の 性格 に つ い て
， デル タの 底置層 と して の 中部泥

層 を覆 うデ ル タ の 前置 層で あ る と規 定 し た の は 井関
14 ）

で あ る。大阪平野，濃尾平野，石狩平 野，関東平 野 な ど

の 事例 か ら，海面高頂期以後 の デ ル タ 前置層 の 進 出が 急

速 に 進 み ，沖積 平 野 の 形 成 を促 進 し た と考 え ら れ る
14 ）。

Oct   ber，1995

20

濫
−4。

図
一7　 中川 低 地 の デ ル タ の 発 達過 程

4）

図一 7は 沖積層 の 年代 資料 に 基づ い て 作成 された 関東平

野 中川 低 地 の デ ル タ の 発 達過 程 を 示 す モ デ ル で あ る。

2．3で 述べ た よ うに，こ こ で は，5300 年前以降 の デ ル タ

の 前置層の 急進出が 明 らか に 認 め られ る
4）。

　 日本 の 沖積平野 の 中で ，新潟平野，石狩平野など は 平

野 の 全面 に砂丘列帯を持 つ 。関東平野な どが 内湾の 中に

形成 され て い る の に 対 し，こ れ ら の 平 野 は 内湾 を持 た な

い た め ， 海 岸 で は 強 い 波 の 作 用 で砂 質物 が よ リ分けられ，

デ ル タの 前進 と共 に 砂 丘 列 が 形 成 さ れ る 。 しか し ，
こ の

部分 を除けば 沖積層の 形成過程 は 本稿 で述 べ た もの と同

様 で あ る と考え られ る。

5．沖積層の 体積 と堆積速度

　 5．1　 沖積層 の 総体積

　図一 8に 示 す ように ， 関東平野 の 沖積層 の 総体積 は約

90km3 に 及 ぶ
3｝・6）。過 去 2 万 年 間 の 平 均 と し て ， 年 々

450万 m3 ／y の 土 砂 が 平野部 に もた ら さ れ て きた こ と に

な る。実 際 に は 大 部 分 を 占め る有楽 町 層 に 限 定す る と，

過去 1 万年 間 に は 年々 800万 M3 の 土 砂 が 供給 さ れ有楽

町 層と して 堆積 して い っ た こ とに な る。

　5，2　沖積層 の 堆積速度

　沖積 層の 堆積速度 に つ い て は ，大 阪湾 で は 約 6300 年

11
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図
一 S　 関東平 野 の 沖積 層の 体 積

6｝

前 に 降灰 し た K −Ah 火 山灰 の 層準 に よりチ ェ ッ クされ

て い る。コ ア で 確 認 され た K −Ah 層準 を音波探査 に よ

っ て 大阪湾 に 広 く追跡 し，6300年前以 後 の 平 均 堆 積速

度を沖積層の 厚 さ で 2．25〜3．Omm ／y と求め た 。こ の 堆

積速度 は
2iePb

に よ る もの と調和的で あ る
1η

。 佐賀平野

に お い て も，K −Ah 層準 をみ る と2．4mm ／y とな り，大

阪湾 と ほ ぼ 同様 で あ る。一
方，東京湾 に お い て

14C
年 代

に 基づ い て 同時期 の 堆 積速度を見積 もる と 3 〜4mm ／y

と な る。た だ し，5300 年前以後 デ ル タ の 前 縁 が 通 過 し

て い っ た 中川 低 地 で は ， 5mm ／y と5300年前以後加速 し

た
4）。実 際 に は 3500年 前 に は 離水 して い る の で，5300

年前 か ら 3500年 前 の 1800年 間 に す る と14mm ／y に も

な る。濃 尾 平 野 南部 に お い て も中川低地 と ほ ぼ 同様 に 速

く，さ らに 若 い 時代 に な っ て 急加 速す る傾 向が あ る
’8｝。

こ の よ うに 大阪湾や 佐賀平野 に 比 べ る と，関東平野や濃

尾平野 の 土 砂供給 は 急速 で あ る こ とが 読 み 取れ る。縄 文

海進 の 過程 に お い て，デ ル タ の 発 達が 進 み，そ の 前縁 が

急速 に 前進 し始 め る と堆積速度 は 急加速 さ れ，堆積物 も

砂質 とな る。こ うし た平 野 の 発 達 の 過 程 の 違 い に，絶 対

的 な 土 砂供給量の 違 い が 加 わ っ て 両者 の 差 が 生 じた もの

と思われ る。

6．お わ り に

　本稿 で は 日本 を代 表 す る関 東 平 野，濃 尾 平 野，大 阪 平

野 ， 佐賀平野 を対象 に ，沖積層の 形成過程 を主 と して 海

面変化 との 関連性 の も とで 考察 した。完新世 前半 の 急速

な 海 面 上 昇 は各地 に 溺 れ 谷を形成 し，最終氷期 の 陸域 内

に 海成粘性 土層を厚 く堆積 させ た が ，完新 世 後 半 の 海 面

の 小低 下 以 後 の 過 程 に は，各地 の テ ク トニ ク ス や 砕 屑物

j2

の 供給量 ・供給速度の 相 違 な どに ょ り，平野 に よ る多少

の 差 が 認め られ る。

　沖積層の 研 究上 ， 今後 の 課 題 と し て ，時間軸 の 充実
・

古環境解 明 の 精度向上 が あげられよう。本稿 の 趣旨を確

か な もの に す る た め に は ， 様 々 な 手法 に よ る年代 測 定 や

テ フ ラ の 活用 に よ る年代決定が 進 め られ る こ と，水深 デ

ー
タを含 め た 堆積環境 データ の 充実が 早急に期待 さ れ る。
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